
 

管理事務室の日誌：平成 26年 8月(第 65号) 

 

{平成 26年盂蘭盆会行事日程のお知らせ} 

以下の予定とさせていただいております。 

●期日：8月 15日(金)  ●時間：午後 1時より読経開始  

 

祭りの準備 

もうすぐ梅雨が明ける 7月の連休中、開業医をなさっているお宅へ猫さんのお迎えをいたしました。古くか

ら開業している医院はモダンな趣を過度に主張せず庭の植え込みが良い具合に調和しており朝の診察

時間を待っています。 

庭の広いアーチをくぐり住居側の玄関に廻ると医院の主、 

院長先生が出迎えて下さいました。 

出棺の準備も済み、ふと通りの公園を見ますと祭りの 

準備がされており、町内会とおぼしき人達がやぐらを 

組みせわしなく作業をすすめております。 

一緒に来園された御家族のお話によりますと、亡くなった猫さんは数年前の同じ時期、 

この公園で院長先生に保護され家に招きいれたのだそうです。その後も猫さんは度々公園にお出かけし

て、ご近所の方には｢院長先生の猫｣と呼ばれ医院共々親しまれました。 

毎年行われる祭りの朝、猫さんは可愛がって下さったご近所や外来患者の方に見送られました。 

 

海のへのお出かけ 

梅雨明け以降暑い日が続く中、ワンちゃんお墓参りにいらした方から 

たくさんの野菜をいただきました。 

この日はこの方の奥さまの命日という事で午前中に 

ご自宅での法要を済ませ訪れた親戚を駅まで送り当霊園に 

来られたんだそうです。 

いただいた野菜は家庭菜園で栽培された物で 

亡くなった奥さまも生前は野菜作りを手伝ってくれたそうです。 

菜園は千葉県九十九里浜の近くにあり、亡くなった奥さま、 

ワンちゃんとは農作業が済んだ後、一緒に砂浜で遊んでいた・・ 

と、思い出話をして下さいました。 

あの夏から幾年が経ち、独り身となったこれからも亡くなった 

家族と居るつもりで野菜作りを続けたいとおっしゃっておりました。 


